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☺はじめに 

 佐賀県では、県立学校において、平成２３年度から「（先進的）ICT利活用教育」を進めてきました。近年で

は、ICT機器（パソコンやスマートフォン等の情報端末の総称）の発展は目覚ましく、様々な機器を様々な場

面で活用する取組が全国的に行われており、文部科学省の「GIGA（ギガ）スクール構想」の一環で、公立学校

での「１人１台」体制が各自治体で整えられてきています。これらを踏まえた、本校における ICT活用につい

て皆様にお伝えしていきたいと思います。 

１ GIGAスクール構想 

 「GIGAスクール構想」とは、「誰一人取り残すことなく、子どもたち一人一人に個別最適化され創造性を育

む教育 ICT環境を実現する」ことを目的とした施策です。１人１台の情報端末、高速インターネット通信等を

活用し、紙や鉛筆、黒板だけでは成し得なかった、デジタルの特長を生かした教育環境の実現が進められてい

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（リーフレット）GIGAスクール構想の実現へ／文部科学省 

 

特に特別支援教育においては、教科指導の効果を高めるための活用の他に、児童生徒の個々の特性に応じた

支援機器（アシスティブテクノロジ―）としての活用も重要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（資料）〇特別支援教育における ICTの活用について／文部科学省 

上の資料に示されるような２つの視点から学校全体としての取組目標を設定し、各学部や教育課程での学

習内容、児童生徒に応じた活用を進めています。 



２ 1人１台端末を活用した授業改善研究 

 本校では県教育委員会より「令和４年度 １人１台端末を活用した授業改善研究」の指定を受けていま

す。研究主題として「特別支援教育における１人１台端末を用いた学びの改善～合理的配慮と自立活動の視

点を踏まえて～」を設定し、以下の４点を中心に研究を進めています。 

(1) 合理的配慮に基づく、１人１台端末機器を用いた児童生徒支援の改善 

(2) 自立活動の指導計画に基づく、１人１台端末を用いた授業の改善 

(3) 授業公開、学校ＨＰ、広報誌による情報提供 

(4) 職員研修、先進校視察 

 １２月９日（金）には、学校関係者向けの授業公開・公開研修会を予定しています。詳細については、後

日ご案内いたします。 

 

３ 職員研修 

 本校では、夏休みなどの長期休業を利用して、ICT活用に関する職員研修を実施しています。今年度は、上

記研究の推進も兼ねて、一部を県内小中学校への公開研修（オンライン）として行いました。 

  
 

  

「使ってみよう！コミュニケーションを支援するアプリ」 

画面をタップして、気持ちや要求を伝えるコミュニケーションアプリ「DropTap
ドロップタップ

」の演習をしました。 

  

「遊んで学ぼう！プログラミング」 

「Viscuit
ビ ス ケ ッ ト

」を使ったプログラミング演習を行いました。プログラミング初体験の職員も楽しく学べました。 

その他、デジタルノートアプリや iPadのアクセシビリティ機能について演習を行いました。今後も児童生

徒の活用に結び付く研修を行っていきたいと思います。 
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公開研修「特別支援教育とＧＩＧＡスクール構想～ア

システィブ・テクノロジ―の視点を踏まえて～」（講

義）では、本校職員の他 16校からの参加があり、教

育現場での ICT 活用の動向や、特別支援教育での活

用の視点について研修を行いました。自治体により導

入端末や運用方法の差がありますが、本研修会をきっ

かけに県内での特別支援教育での ICT 活用について

情報交換をしながら進めていければと思います。 


